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葉蝋石様鉱物および不透朗鉱物がみられるo

　その化学成分は第7表の遙りである。

　さらに変質の程度が進むと，葉蜷右様鉱物の量が増大

する。西谷の鉱床の近くのものの水簸物のX線粉末写眞

臆，絹雲母の存在を示すので，鶉変質帯の葉蝋石様鉱物

，は絹雲母の鳶能性がある9

　6．2砂岩
　普通0．3m卑の石英の集合体よりな「り翁長石をその

まま残して》るのぱ稀で1葉蟻η様鉱物に交代される。

その化学成分は第7表の通りで，この試料では，アルカ
’
リ
が ほとんどないので，葉蝋石ではないかと思われる。

他に鉄・チタソ鉱物は普遍的に存在する。時には透輝石

らしいものを認めるo

　　　　　　　（ロ）紅柱石十デプモルティpル

　　　　　　　　石十コランダム十ダイアス

　　　　　　　　ポアー＋葉蟷石
c）　特蠣・、ヒ螺・…　ダイアスポアー十葉蟻石十（コラ’

　　ンダム）

d）　ルツボ・一・（イ）葉蟻石十（ダイアスポアー）

　　　　　（ロ）石英＋葉蟻石＋（ダイアスポアー）

e）　クレー用蟻石・…石英＋葉蝋石

未解決の点はルツボにおいて，カオリyの存在の有無

と，各鉱石に少量ながらも普遍的に存在する金紅石檬鉱

物および不透明鉱物の決定，すなわちFeおよびTiが

いかなる形で入つているかであるo

　　　　　　　　・（昭和26年2～3月調査）

　　　　　Sio2
i閃緑岩質花歯岩　72．35

自色砂岩87．45

、　A！203　　Fe203　FeO

　12．93　　　1．12　　　1．79

　　　　へ　7ら68　　　　　　　0．46

MgO
O．73

0．21

　すなわち五島砿山附近の母岩はいずれも新鮮なものは

なく，いずれも広算囲にわたり変箕作用を受けでいる。

　なお，参考のために紳津傲肪によつて発表された輻江

島産の閃緑岩質花崩岩，および白色砂岩の化学分析値を

．上に掲げるo

　隻

　　　　　　7．結　語
　当砿山の鉱石はダイアスポア［・葉蟷石。石英・マラ

ソダム・紅桂石およびデュモルティール石等の組合わせ

肌より分類される◎すなわちおおよそ次の通りである。

　a）　ゲイアス・∵・ダイアスポアー十（葉蟷石）十（コラ

　　ソダム）

b）特殊ダイアス・‘一（イ）コラソダム＋（葉蟻石）＋

　　　　　　　　（ダイアネポアβ）十（紅柱石）

CaO　　Na20　　K20』Ig．10ss　TiO2　　Tota1

3．51　　　　3．29　　　　2．56

2．57　　　　　　0．11

1．94　　　0．42　　100．64

1．80　　　0．31　　　100．59
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廃鬼島、懸布』計鑛山金銀鑛床調査報告

・1高　島 惰聾物部長進条
R6sum6

On　the　Gold　Vein　of　the　Fuke

Mine，：Kagoshima　Prefecture

　　　　　　　by
　ミ
Kiyoshi　Takashima＆Sakiyuki　Mononobe

赤鉱床部”　　駄

　　（1）The　Fuke　min3　district，conSist
mainely　of　the　Neogene　lava；two－pyroxene

、andesites，1iparite，and　augite　bearing　hypef－

thene　andesite．

　　（2）Many　veins，i．e．Hon・Pi，1chigo・V．，

Ginshiko－V．etc．are　found　in　two　pyτoxene

andesite，　an（1　t真ey　belong　to　epither卑a1，

五ssure　filling　gold－quartz　vein，　hαving　an

30」（104）



鹿見島縣布計鉱山金銀鉱床調査報告　（高島　清・物部長進）、

　　incline　N650E（NS十EW）and　N450W．
　　　　（3）　Each　vein　is　co田posed　of　nssure

　　system　of3directions，which　intersect　at　an

　　angle　of　about30～459
　　　　0re　shoots　are　found　at　this　intersection

　　of2～3fissure　sy・stem．

　　　　（4）The　mother　rock　is　propyritized，

　　silicified，agrillized　and　choritized　along　fis一

　　　ロで　　　

　　　　（5）The　vein　shows　a　network　structure，

軌
g

rat←structure，1brecciatedstructureandis
　　compose（i　of　native　gold，pyrite，chalcopyrite，

　　zincbrende　iron　ore，a．small　amount　of　ar－

　　gentite　and　galena　et¢。，associated　withこa1－

　　cedonic　an4　white　glassy　qr　crystalline

　　quartz，a（1ularia　and　calcite．

　　　　（6）Thegrade・f・reis10～20g！t’・f
　．Au，10g／t　of　Ag　on　an　average；the　ratio

　　of　go1（i　to・silver　contents1：0．6～0・7。

　　　　　　　　　　要　　約

　1．布計鉱山附近の地質は主に両輝石安山岩・石英粗

面岩・含普通輝石紫蘇輝石安山岩の順序に盗流した新第

三紀の熔岩よりなる0

　2．鉱床は両輝石安山岩（ヲロピラィト）中の浅成裂鐸

充填含金石英脈で，NS，EW，N45？W・N45。Eの、4系

緯の裂毒嘩に沿つて生成され為。．

　3．2～3系統の裂罐の複合せる鉱脈は鑓幅の変化が

多く，また高品位部を形成しやすいが，1系統のみの裂

舞による鉱脈は，軍調な細脈で品位が少なく，高品位部

は生成されない。

　4．裂鐸は石英粗面岩によるその横圧力に起因するも

ので，一般にEW方向の鉱脈の高品位部を形成する。

　昼．鉱脈は網状・格子題・角礫状等の構造をなし・鉱

石は自然金・黄鉄鉱・黄銅鉱・閃亜錯館・方錯鉱・鉄鉱・

輝銀鉱等よりなり，脈石は石茱・氷長石のほかに若干の

方解石を伴う。

　6．母岩の変質は珪化作用・プロピライト化作用のほ

、かに，粘土化作用・緑泥石化作用が認められる。

　7．含金品位は平均10《ゾ20＄／tを示すが・含銀品位は

低く，李均109／tにして，その比率は・Au：Ag＝1：

・0．6～0‘7宅ある0

　　　　　　　　　1．臼緒、言

’　昭和26年度本肝事業計画にもとづき，昭和26年5月

鹿見島縣布計鉱山附近の金銀鉱床の坑内ゼ外における鉱

床・地質ゐ調査を実施した。

　　なお，当鉱山は現在休山中にして，坑内は二番坑以下

は水没しているため，調査は二番坑丙以上の坑道につい

て実施した。

　調査ン4際し，終始御援助を賜つた鉱中主任高田良太郎

氏ほか各從業員の方々，ならびに調査に直接協力下され

た大口鉱山池田富男技師に厚く感謝する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　　2．位置および交通　（第1図参照）

　鉱山は鹿見島縣伊佐郡山野町大字山野にあり，そり鉱

区は鹿見島一熊本両縣にまたがる。鉱山事務所は山野線

薩摩布計駅前にあり，その主坑道坑口は駅前100m内

外の位置にある。

繹黛卜　　肇
＿！・￥．，一」　　　　　　髭＼㎏　　　　　　｝

　　　　・　，掬♂ノ烈駆、〆
　　　山野町　　　　　　ノ　1官崎廉
　　　　　　　　　　　／　　．一
　　　　　　　　　　　‘

大口町　源・くち

、

k
餅

づ・

、岬懸1＼　諜
沼＼飴

　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　k．　安鳥
1　　　王’くりの　　＼（…・
　　山ケ野　　　　　　　　　　　　　　霧島　＼
　　　　　　　　　　　　　・ス　o霧＼
　　　　　　　　　　　　　　講N
　　　　　　　　屍見島市　／亨

第1圖　布計大口鉱山關係位置圖

　　　　　　　　3．沿　　革

　当鉱山の発見は詳らかではないが，明治から大正にか

けて盛んに稼行されたo

　昭和18年壼金整備により休山となつたが，排水・復旧

設備の問題で難点が多く，，現在なお休山中である。

鉱山名布計鉱山
　　　　　　鹿．兜島縣伊佐郡山野町　　　　　　　　　　・

　鉱業権者　ラサ工業株式会肚

　　　　　　東京都中央区京橋1の2

　鉱種名　金銀鉱
　鉱区番号　鹿見島縣採登第194号ほか3鉱区

　　　　　　　〃　　試登第3，913号ほか4鉱区

　　　　　　4．地質　（第2図参照）

　附近は大部分両輝石安山岩よりなり，同岩石は布計地

区鉱床帯の基盤をなすQ
　これを貫いて遊出する石英粗面岩は，岩株または岩脈

状をなして，天狗岩を中心とする地域に分布する。．

　その後における火山活動による熔岩として，含普通輝

31一一（105）
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地質調査房・月報　（第4巻第2号）

．葬冷濠◎1一、、．

　　藤蕪灘・．、蓑楓汽
　　じ￥〉欝〉vマξ・雛一期〉瀟’3・、＿一ビ　／

　　　　　　　　　　　　圃醐石安山岩．
　　　　　　　　　　　　圃全ゴ笈氏幣

／
，

轍〉一・漉V、懲…轍〉．懸　轟箕欄〆
　　〉…〉〉vと〉〉・・V　〉』〉〉〉1こvV〉．、

　　一￥・V’9ムー1〉一〉ξ〉〉・，㎜＿姻＿＿鋤が

第2圖　布計鉱山地質鉱庸圖

32一（106）



鹿見島縣布計鉱山金銀鉱床調査報告　（高島清・物部長進）

石安山岩およぴその砕屑岩が上記岩石を被覆して高地に

分布する。

その暦序関係は下記の通りであるQ

　　　　　　　　　　　　　　　厚さ
4・5沖積暦・洪積層　　　　　　　　30m・

　　　一不整合一
4．4『含普通輝石紫蘇輝石安山岩　100～300m

　　　同上集塊岩類　　　　　　　　　　20m±

　喚．3含黒雲母普通輝石紫蘇輝石安山岩　80m±

　4．2石英粗面岩

　4．1　両輝石安山岩　　　　　　　　　　　20m＋

　これらの熔岩はいずれも肥薩山脈附近の火山活動に本

源を有するものである。その熔岩洗はともに南および南

西の方向に盗流したことは，上記岩類に部分的に認めら

れる流状構造・節理の生成等により明らかである0

4．1　爾輝石安山岩

両輝石安山岩は濠緑色ないし駒緑色，緻密な岩石で，

微晶質のものから2mm内外の斑晶を有する斑晶質な

岩石まで分布し，鉱脈はいずれもこの岩石中に胚胎す

るo

　肥薩山脈よりには1部同質の集塊岩および礫岩質の部

分を認めるがンー般にその分布は稀である。

　顯微鏡下では鉱床局辺の変質帯中で斜長石乳鉄苦土鉱

物は，ともに変質をうけ，線泥石・絹雲母・黄鉄鉱・粘

土鉱物等を生成しているが，そ中他の部分は変質程度は，

低い。

　斑晶斜長石は変質していない場合でも，一般に鉄苦土

鉱物は変質作用をうけている。

　比較的新鮮な岩石を槍鏡すると，鉄苦土鉱物として紫

蘇輝石・普通輝右・撒驚石・磁鉄鉱を含有する。

　4．2　石英粗面岩

石英粗面岩は次白色ないし褐白色，微白質の岩石で，

微斑晶の黒雲母・長石・石英を含有し，一一般に流欣構造

は示さないo　　　　　　　，’

事務所西方の岩脈状をなす岩石は・リソイダイトに近

い無斑晶石英粗面岩にして，一見鉱脈露頭のような外観

を示して露出している。

4．3　含黒雲母普通輝石紫蘇輝石安山岩

事務所西方に分布する次鳩色ないし友緑色，斑晶質の

岩石にで，1部に流朕構邉を呈する。斑晶として斜長石

・紫蘇輝石・普通輝石のほかに角閃石・黒雲母を含有す

る0

　4．4含普通輝石紫蘇輝石蜜山岩

鉱床地帯を中心とする凹地をとりまく南東，北東およ

び南西の標高600m以上の高地に分布ナる暗黒色ない

し駒色，斑晶質の岩石で，径数mmの比較的大きい斜

長石斑晶を有し，そのほかに紫蘇輝石と少量の普通輝石・

角閃石・磁鉄鉱等を含有する6一部の角閃石は著しくRe－

acti6n　rimを有しているo

　同賓の集塊岩は鉱山北部に分布しているが，一般にそ

の分布は少なくヨ局部的に限られているようである。

　　　5．鉱床の概要（第3・4図参照）

　布計鉱山の鉱床は両輝石安山岩の裂鐸を充填した浅成

含金銀石英脈で，：走向：N65。E（EW系とNS系の複合

したジグザグ形の鉱脈）の本鑓系と，N40。｛・50。Wの

一号鑓系との2系統の鉱脈よりなるo

　その主要なる鉱脈は次の3條である。

　　　　　　　　　　　　　走向　傾瓢鉱脈名

本　鑓
・一号鑓

紳賜坑鍾

走向 傾斜 鑓幅

N650E　　850N　　O．70m

：N450W80QS　O．25

N420W90QW　O．25

延長　延長

660m　　150【n

660　　150

650　　120

第

竪

坑 ＼

旧疏水坑

冑

萄

亀

・帥10D　D　監OO　200　3004？0500m

疏
水
坑

第3圖　布計鉱山坑内李面圖
33一（107）
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鹿見島縣布計鉱山金銀鉱床調査報告　（高島清・物部長進）

　上記のほかに本鑓系に属するものは直轄鑓・青鑓・競

走場鑓・北コ号鑓・三号鑓等があり，一号鑓系としては

紳賜坑鑓・二号鑓・市六鑓・壇太郎鑓等がある。

　本鑓は、1走向延長660ml，傾斜N850の鉱脈で，NS系

およびEW系の2系統の鉱脈の組合せにより，ジグザ

グ形に連続する。

　上記2系統の鉱脈は，本鑓西部においてはEW系が
優勢で，束部では’：NS系が優勢である（第5図参照）。

　現在までにL6まで開発されており，現在L2以下は

1永没して下部の状況は不明であるが，L2までの鉱脈の

状況，試料図等により推察すれば，L2－L5附近までは相

当高品位の鉱石が採掘されたと思われる。

　その富鉱部は第逸図に示す如く西南方に落し，そのな

かに第一・第二・第三の3軍位富鉱体の存在が認められ

るo

輩位謝袈撰魏A蕪，
第一富鉱体150m！50m　Lllm15・79！t1L49／t
第二　〃　　120m　　70m十1．46m　15．79／t11．9g／t

、第三　〃　．80m　40m十2．20m　26，gg／t　IL49／t

　鑓幅は李均しては狡小で，10c・h内外の鉱脈が多く，

これらの細脈が富鉱部においては集合していると考え∫、

もよく，この細脈はNS系とEW系の交叉する部分に

著しく発建集合し，網状または格子状の偏菱形を示す鉱

脈となる。細脈はいずれも乳白色ないし白色緻密の石英

よりなり，その盤際は粘土化作用著しく・黄鉄鉱・その

他硫化物の鉱染が認められる。上部坑道ではいずれも酸

化されて褐色粘土となるo

　部分的に緑泥石化作用が著しく・ことに一般に品位の

高い部分に多くみられる。

　珪化作用は本鑓西部・神賜鑓と交叉する部分，田中鑓

附近に著しいo

　一号鑓は本鑓黄端部にこれと交叉して連続的にみられ

る鉱脈で，走向N45。W，走向延長660m，傾斜S80。

を示す（第6図参照）。L5まで開発されているが下部

は水没し1てみられない。本鑓と交叉する部分はNS～

N70QE・）EW～N45QWと鉱脈の走向の変化を示しな

がら連続している〇一

　鑓幅は一般に狭小で10cm内外のもの多く，最大50、

cmである。品位は富鉱体附近では20θ309／t内外を示

すも，一般に著しく高品位のものは認められないo

　その富鉱部は南東すなわち本鑓との交叉する方向に落

、し，2箇の富鉱体に分けられる。

　傾斜はr般にS80。を示すが，Sec．W3～4附近で

N10～200W系の小断層により影響されて，傾斜が若

干緩くなる。富鉱体が2分されるのは大体この附近であ

るo

　母岩は，緑泥化せるプロピライトであるが，断暦附近

より北はやや粘土化作用が強い。

　一般に鉱脈の両盤は褐色粘土を数cm内外に俘うが，

変璽作用は弱く，南東部に至ると珪化が強くなる傾向が

あるQ

　紳賜坑鑓は本鑓西方にこれと直交して，N42。Wの方

向に走り，w85。《・go。に傾斜する。

　現在こり鉱脈は坑道埋没のため調査はでぎないが・本

鑓西部の状況よりみると母岩は相当に珪化されているよ

うである。

　緑泥石化作用も比較的著しく，珪化されたプロピラィ

トをみると，外観淡緑色ないし線色の珪質岩で，これを

顯鏡すれば石英の集合体のなかに緑泥石・黄蝶鉱の散点

するのが認められるのみで，原岩の構造は全然みられな

いQ

　　　　　　　6．鉱　　石

　鉱石鉱物は主として，自然金・黄鉄鉱・黄銅鉱・閃亜

錯鉱・方錯鉱・赤鉄鉱・輝銀鉱よりなり，銀は自然金の

なかにも若干含有され’エレクトラムとして謹出される

も、ののようであるo

　自然金は硫化物に件つて産出するほか，白色緻密状石

英またはガラス状結晶質石英および氷長石中にも含有さ

、れること力禽あるo

　自然金はまた鉱脈両盤の粘土中にも含有され，1＾・数

cmの細脈が数10g！t～1009／t内外の品位を示すこと

がある。

　一般に硫化物中の金粒は非常に微小なるものの姐く・

椀掛けによつても，その析出は技術を要する。しかし，

白色石英または粘土脈中では，『比較的粒度は大なるもの

の如く，高品位鉱では容易にそのなかの自然金を椀掛け

により認めうる。

　現在，試験的に原始的な薩摩式アマルガム法でアマル

ガムを採取しているが，その実牧率はあまり良くはない

ようである。

　鉱石中の金銀品位の比率は，大体Au亀Ag＝1：0．6《・

0．7であるQ

　鉱石にみられる普通の構造は網状構邉で，一般！こ粘土

を件うものが多い。1部（富鉱部）では，縞状構蓬・輪状

構造・角礫状構造を呈するものがみられる。輪状構邉・

縞状構造を呈するもので，緑黒色の緑泥石を俘うものは

一般に高品位を示す。

　　　7．　裂鱗系（第8・9図参照）

布計鉱山の鉱床を胚胎させた裂罐系の主要なものは，
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大別して前述の如く1本鑓系と一号

鑓系とに分類される。本鑓系はさ

らにNS系とEW系とに分けら
れ，結局本鍵系はN45。Eの競走

場鑓系の裂罐を含めて，3方向の

裂罐の集りであるo

　走向方向に長く発達するのは

N40。～50。W，系て一号鑓系）の裂

舞であるが，その幅り発達は悪く

一般に狭小であるo

本鑓はNS系とEW系の組合
わせよりなり，そり走向方向り発

蓮は悪いが，鑓幅の発蓬は前者に

比べて大であるo

　要するに，これらの裂罐は両輝

石安山岩の固結の際の凝集力によ　い

る裂鯨が，その後に貫大レた石英

粗面岩の岩株または岩脈の側圧力

により，さらに裂罐の発達を著し

くしたものにほかならないQ

　したがつて鉱化作用は恐らくこ

の石英粗面岩貫入後の作用と推定

される0

　　　8．鉱脈の構造

　上述の裂鐸系を総括して考え

れば，鉱脈の構造はNS・EW？

N45QW・N45。Eの4系統の裂
1嘘に支配されている。すなわち，

各鉱朕は上記の裂罐系の1～3系

統の組合わせに．より形成されてい

るo

　鉱脈は本鑓の如く2＾ノ3系統の

裂罐の組合わせにより生成され，・

ジグザグ形または網状・格子状を

なすものは鑓幅の変化が著しいの

が普通で，この場合はしばしば高

品位富鉱部を形成する。

　しかL・1系統のみよりなる軍・

純脈は鑓幅の変化が少なく，脈幅

は狡小で特に高品位の部分は稀

で，含金品位も比較的一定してい

るQ

上記4系統の裂罐は1また鉱脈の・

丙部構造も支配し，網状または格

子状構造，富鉱部の生成等に重要

な生因的関係をもつようであるα
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　すなわち・本鑓は特にNSおよびEWの2系により・

支配され，一般走向と斜交する格子状・網状細脹はいず

れも偏菱形をなし，ジグザグに遽続している。

　高晶位部は特にEW系の裂擁に生成する鉱脈に形成

されることが多い。この裂嘘系ほ水李的のみならず，部

分的には上下垂直的に認められることもあるQ

　　　　　　　　　ト　　　　　　9・母岩の変質

　両輝石安山岩は本地域の基盤をなし，一般に広域変質
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石英粗面岩の周辺部では著しく珪化作用をうけて・堅・

硬な珪化プロピライト化せるものが局部豹に認められ

るo

鉱脈の発遽する部分，特に鉱脈の両盤際においては粘

土化作用が著しいQ『盤際の粘土中には，黄鉄鉱の酸化に

よる褐鉄汚染の著しい部分が認められ，特に上部坑道に

おいて著しいo．　　　　，

鉱朕は一般に細脈であるので，鉱化作用による変質は

著しくはないが，網状または格子状をなして細脈の集合

による富鉱部を形成している部分は，粘土化作用が比較

的広範囲におよんでいるo

　また珪化作用も鉱化作用に起因するものは，富鉱部周

辺に限られてiいるようである6

　上記の粘土化と珪化とがともに行われた斑状変質帯

が，一号鑓二坑道においてみられるが，これは1ρ数cm

の斑状をなす粘土が珪質岩中に含有されるもので，斑状

粘土（カオリン？）中には比較的粗粒の黄鉄鉱の鉱染が認

められる。．

　恐らく珪化プロピラィトの斑晶斜長石の分騨による粘

土鉱物が，鉱化作用によりさらに変質作用が進み，同時

に分結作用Segregationも行われ，このような変質帯を

形成したものと思われるo

　総括すれば，石英粗面岩の噴出の影響による珪化プロ

ピライトのなかの裂嘘に，後生的な鉱化作用が行われ，

これに俘い粘土化・珪化・緑泥石化作用が行われ，黄鉄

鉱の鉱染をみたものでああるo

反対に低品位となる場合は次のよ〉である。

a）鉱脈の脈質がガラス質または燧石質石英よりな

り，また方解石に富む場合

b）　鉱脈が 1系統のみの軍、純細脈よりなる場合

c）五坑道颯下では一般に低品位となる（ただし，

本鑓は例外で，試料によれば六坑道まで可採されてい「

る．）

　　　　11．過去における生産量

年　劇
　　　　（i月一・2月）1

昭和14年
昭和15年
昭和16年
昭和17年
昭和18年
（1月一3月）

鉱量t

36，700

37，000

40，000

36，300

9ア500

，品　　位

Aug／tlAg91t

9．26

9．91
7．25・

10．05

11．05

6．39

5．42

6．35

7．35

8．14

含有量
　　ドAukglAukg

　　　　　　10・富鉱郡
鉱脈の構造・母岩の変質も脈石の種類等により次の個

所に富鉱部が存在する。

a）鉱脈の両盤が珪化され，盤際に褐色または友白色

粘土を件い・乳白色の石英脹により形成される場合

b）裂罐の組合わせが多く，鉱脈の走向がジグザグに

蓮続する場含

　c）　網状または格子状構造をなす場合

　d）EW系の裂罐に胚胎する鉱脈
　e）緑泥石化作用著しく，かつ鉱脈に緑泥石を件う場

合

12．現　 況

315

345

265

341

97

169

132

198

202

60

現在，休山中で，坑内は二番以下は水没している。

從業員は6名で，保坑と同時に坑外設備の保全に從事

しているQ　，

　　　　　　14．結　言

今後，布計鉱山の開発に対しては次のごとき’探鉱方針

の下に進むことが適当と思われる。

坑外における母岩の変質図と同時に坑内における母岩

の変質図を作成すること。

裂罐の性質により分類しズ鉱脈図を作成し，これによ

り富鉱部の存在を予想すること。

上記のような精査資料を基礎≧して，探鉱を行うことF

が望まれる。

　　　　　　　　　　（昭和26年5月調査）

　　　　　　　丈　献
1）加藤武夫＝　新編鉱床地質学。

2）吉田善亮：　鹿見島縣大口鉱山調査報告。

3）松隈壽紀＝　大口鉱山壼金鉱石の研究。

趣
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